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　過分なご紹介をいただきまして恐縮です。
釈と申します、よろしくお願いいたします。
今日は、孤立・無縁社会を生き抜くという
テーマをいただいております。われわれの
社会は、どうも次のフェーズに入ったらし
い。だから若年層から高齢者に至るまで、ど
ういうふうな方向に進んでいたらいいんだろ
う、といった漠然とした不安を感じている。
あるいは何らかのヒントを求めている方は少
なくないようです。今日のお話が、皆さんの
感じておられることとうまくかみ合うかどう
かは分かりませんが、NPOの運営や若者の
居場所づくりに関わったりしている私の目か
ら見たところをお話しさせていただこうと思
います。Ａ４のお手元資料を配布させていた
だきました。現状というところ見ていただき
ますと、少子高齢化や経済低成長期などとあ
ります。これは皆さんも実感されていること
かと思います。WHOの定義によれば、65歳
以上がその社会の７％に達すると高齢化社会、
14％から高齢化じゃなくて高齢社会となりま
す。そして21％を超えると「超高齢社会」で
す。今や日本の社会は26％を超えています。
また、今の30歳前後辺りより下の世代は、１
度も高度成長期を経験したことがありません。
そもそも低成長が前提となっています。そう
いう社会になっているんですね。当然、手厚
い社会保障はだんだん難しくなってくる、社
会のサイズは小さくなっていく。ここ数十年

のうちに8,000万人ぐらいの国になるだろう
というふうに言われてるんですね。もしかす
ると予想よりも早く、その状況に達するかも
しれません。江戸世代が、3,000万人ぐらい
の社会ですので、ある意味ものすごい短期間
で膨れ上がったことは確かだったんですね。
これはこれでちょっと無理がありました。だ
からダウンサイジングしていくっていうのは、
そんなに悪いことばかりじゃないというふう
に私は思っております。少なくとも、われわ
れの社会もわれわれと同様、加齢を重ねてい
きますので、もうすでに成長期を終えて成熟
期に入った社会ということは間違いなさそう
です。というのは、世界を見渡してみてもだ
いたい成長期を終えて成熟期に入った社会っ
て、同じような悩みを抱えてるんですね。ど
こも少子高齢化で悩んでますし、鬱病の増加
とか、自殺率は上昇とか、出生率の低下と
か、離婚率の上昇とか、だいたい同じような
問題を抱えている。これを近代成熟期の社会
と呼びます。そうすると成長期とはやっぱり
方向性や社会のテーマがちょっと違うんです
ね。成長期と同じような感覚で、運営しよう
としてもうまくいかない。価値観や感性も変
わってきていると思いますね。たまに私のと
ころに、『an・am』とかから取材来るんです
よ。どう思います？こんなおっちゃんに、ど
うなってんのって感じです。なぜかと言え
ば、もう今は「これがトレンドです」と、読
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者の購買力をがんがん煽って引っ張っていく
ようなやり方だと若い人がついてこないらし
いんですよ。なにしろ、もう、生まれたとき
から低成長期なんですから。あるものをうま
く使って日常を楽しむとか、うまくシェアを
して暮らすっていう、こういう特集をときど
きやらないと若い読者が増えていかないって
いうんですよね。つまりそれだけ、感性や求
めるものが変わってきてるわけです。考えて
みたら、成長期の最後の打ち上げ花火がバブ
ル期だったかもしれないですね。あの時期は
ちょっと変でしたよね。相当無理もあったか
もしれません。そんななわけで、社会のテー
マが、「できるだけ持続可能性の高い社会」
とか、「循環型社会」とか「定常」などへと
移行しています。
　考えてみたら成長期にね、ずいぶん無茶な
ことやりました。もう、万博みたいにですね、
バーンとお祭り騒ぎをして、もうあとは野と
なれ山となれ的な、そんなこともありました
ね。やっぱり若いときはすごくアクティブで
すからね。ハイパーアクティブな社会だった
ときもあったんです。しかし、資源は限られ
てますし、特定のどっかのパートだけが急に
成長するっていうことはあっても、社会全体
が右肩上がりで急速に伸びるっていうことは
もうちょっと考えられない。そうなると、あ
るものをうまく循環させていったり、分かち
合ったりして暮らすっていう、そちらのほう
に切り替わりつつある。そのことをときどき
実感するんですね。例えば皆さんご存知です
か、今の30前後ぐらい下を「さとり世代」っ
て言うんですよ。ほら、世代論っていっぱ
いありますよね、例えば「団塊の世代」と
か。われわれのときは、「しらけ世代」って
よく言われたんですけど。それってだいたい
評論家とか文化人が名付けるんですよ。とこ
ろが、この「さとり世代」だけは自ら名乗り
だしたんですよ。ネットの掲示板で、「俺た
ちをゆとり世代などと言わないでくれ、俺た

ちはあんたたちが欲しいようなものは別に欲
しくないんだ」って言うんですよね。確かに、
私は長年大学の教員してますけども、かつて
は大学生が長期ローンを組んで、ものすごい
高級外車に乗ったりとか、高級バッグを持っ
てる女子学生とかいたんですけども、そんな
の絶滅しました。もう今の大学生は貧乏臭い
ですよ。女の子でもジャージで学校来たりと
かするんですから。電車賃も惜しんで暮らし
てるんですよ。本当に苦しいです、今の大学
生。大学卒業したら奨学金を返還しなきゃい
けないし。卒業時に200万くらい借金あるん
ですよ。ひどい国でしょ。先進国と言えない。
とにかく、質素に暮らしています。彼らは別
に悟ってるわけじゃないですよ。上の世代と
求めているものが違うだけです。欲望がない
わけじゃないけども、欲しいものが違う。そ
れで自分たちでネットで、俺たちは「さとり
世代」なんだっていうようなことを言い出し
ました。これは上の世代から見ると、ものす
ごい年寄り臭く見えるらしいんですよ。「な
んだあの覇気のなさは、若いのに」「若かっ
たらもっとがんがん意欲を出して、上を目指
して競争していくべきなんじゃないのか」な
ど感じるようです。なにしろ、若い人たち
が、薄い感じなんですよ。がつがつしていな
い（笑）。じゃあ欲望がないかというとそう
じゃなくて、求めてるものが上の世代とは違う。
これらは、どうも無意識的な成熟社会への適
応っていう感じがするんですよね。どこかで
そういう適応が始まってるんじゃないかな。
　それと現在には、やっぱりちょっと富が偏
在してますよね。貯蓄の大半が上の世代に
偏ってる。あるいは、グローバル企業が全部
かっさらっていくとか。グローバル企業なん
か、どこで儲けてもどこで使ってもいいんで
すね、企業さえ儲かったらええわけですよ。
日本の国が良うなろうがどうなろうが、どっ
ちでもいいんですよね。日本人の雇用とかど
うでもいい。要するに企業が全部かっさらっ
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ていくみたいなことになってるでしょ。そう
やってがんがんバトルして、打ち負かしてい
くのがグローバルなフィールドです。そうい
うことをできる若い人もいますし、そういう
ことに喜びを見いだす若者もいるんですけど
も。ただ、そこに乗れる人ばっかりじゃない
んですよね。その文脈には乗れないっていう
人がずいぶん出てきたと思います。ニートっ
てそうですよ。ニートって「その文脈にはも
う乗れません」ていう人たちは少なくないで
す。そのストーリーから降りていってる若い
人もいる。これはこれで成熟期ならではの面
白い動きだと思います。たとえば、大正９年
に行った国勢調査では、日本人の職種が３万
5,000ぐらいだったんですよ。ところが、最
近、厚労省が発表した日本の職種は、2,000
ぐらい。昔の方か職業が多様なんですね。い
ろんなことして暮らしていたんですよ。とこ
ろが現在はほとんどの人が、企業に勤めて、
それで日常のすべてを捧げるみたいなことに
なってしまっている。こういう社会は人類史
上初でしょう。ものすごくストレスフルな社
会です。非正規雇用の方は非正規雇用の方の
しんどさがありますし正規雇用は正規雇用で
とことん使われる。若者の就業状態はすごく
悪化している。大学卒業したばかりの女性で
も、毎日帰りが11時、12時になるような本当
にひどい使われ方をしてるんですよね。とに
かく、どうもこういった文脈に乗れない人た
ちがいて、いろんなことをして暮らしている
んですよ。今日はご紹介できませんが。ぜひ
そういった若者にも目を向けてあげてくださ
い。私は彼らを何とか上の世代とつながりた
いって思ってるんですよ。やりたいことが
あっても応援してくれる人がなかなか見つか
りませんので。いろんなことをやろうとして
る世代と、上の世代とをつなげる活動を応援
しています。たとえばですね、家業リノベー
ションというのやってる人がいるんですよ。
ある畳屋さんがお店を閉めることになった。

跡継がいないからです。もう年だからやめよ
うとされていた。このお店と、職人さんみた
いな仕事に就きたい若者とをつなげる。起業
するだけの力も資金もないけどもやる気はあ
る。もう既に顧客も機械も場所ももっている
畳屋さんとをつなげれば、すぐに始めること
ができる。そんなちょっとした結び付きで新
しい扉が開いたりします。
　最近面白い人と会いまして、伊藤洋志さ
んっていう若者なんですが、「ナリワイをつ
くる」ことを提案しています。面白い子で
す。彼は京都大学を出て、一流企業に就職し
たんですけども、どうも精神的におかしく
なったらしくて。毎晩、こんな大きなハーゲ
ンダッツのアイスクリーム全部食べないと寝
れないっていう、非常にいびつな状態になっ
たそうです。今日は食べないでおこうと思っ
て布団入っても、どうしても辛抱できなく
て、パジャマのまま買いに行ってしまう。こ
れは何かおかしいと感じたみたいで、働き方
を変える決心をする。そして「ナリワイをつ
くる」をやりだしたんですね。たとえば、和
歌山県の農家で「梅の収穫のときだけ人手が
いるんで手伝ってくれ」というところがある
と、ネットで「梅の収穫手伝える人」と募集
する。結構集まるそうです。ついでに梅酒漬
けたい人とか、梅欲しいっていう人も集ま
る。これ、梅の収穫の時期だけのナリワイな
んですよ。そんな調子でいろんなことに首を
つっこんでいく。解体作業をするとか、土窯
のパンを焼いたりとか。昔、土窯でパンを焼
いてたパンの名人のおじさんとかいるらしい
んですよ。そこに習いに行ったら、もう喜ん
で教えてくれたらしくて。パン屋の出し方か
ら、申請の仕方まで全部教えてくれるそうで
す。蕎麦屋さんとつなげたり、いろんな人つ
なげたりして、月に２つ３つナリワイがある
と、やっていけるみたいなんです。東京でオ
フィス構えてるんですよ。シェアオフィスな
んですけどね。オフィスもシェアして使えば、
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わずかな資金でみんなでやっていけるらしくて。
　企業で勤めていると、人生奉げて働いてい
ても、自分のやってる仕事がどう社会とどう
つながってるかが実感できない。それはひと
つの苦しみのようです。自分のやってる仕事
と社会とのつながり感が実感できれば我慢で
きるのでしょうが。何やってるか実感がな
いっていうような、仕事を長時間するのは辛
いのでしょう。だからリアルなナリワイを求
める。家業リノベーションやる人がいたり、
ナリワイを作る人がいたりとか、いろんな人
とずいぶん出会ってきましたが、いずれも質
素に暮らしていますね。それはそんなに苦
じゃないそうです。むしろ、都心で暮らすた
めに、何十年のローン抱えている。ローンを
支払うために仕事を辞められなくて、身も心
もズタズタになるよりは、質素でもいいから、
実感のある生活をしたいというような道を選
ぶ人も出てきている。これも、成熟社会だか
らこそ出てきた人たちという感じがするわけ
です。
　われわれは本格的に始まる成熟期の社会を
生きるための指針や価値について考える時期
を迎えているようです。なんとなく現代社会
はどんどん多様になってると思いこんできた
けども、意外に１つのモデルにはまってるの
かもしれませんしね。なにしろこんな高齢化
社会はかつてないわけですから。世界中どこ
にもモデルがない。われわれが切り開いてい
かなければならない。指針を模索しなければ
いけない。かつて、近世に入った大坂がそう
でした。今までになかった商工業の層が、だ
あっと急激に膨れて、都市の大半を占めた。
そんな社会、今までにないんで、どうやって
われわれ生きていったらいいのか、どの方向
向いたらいいのか、どんな指針があるのかっ
ていう事態に直面するんです。そこで大阪の
人たちは皆、身銭切って学んだんですよ。懐
徳堂作り、適塾作り、自主的に新しい指針を
求めた。そういう気概がある地だったのです。

われわれも新しいフェーズに入った今の社会
の方向性を少し考えていかなければならない。
自ら足を運んで、何らかのヒントを手に入れ
る、学ぶというような態度が大事なんだろう
と思います。今日のようなテーマで集まられ
る方はそういう感性の持ち主だろうというふ
うに思います。
　さて、それではお手元の資料見てください。
１番『若年世代の苦悩』というところをご覧
ください。若年世代は若年世代特有の苦悩の
傾向があります。とにかく現代の若い人たち
は、傷つきたくないみたいですね。だから、
何よりも自分の気持ちが第１です。そのため、
自分が尊重されそうにもない、あるいは高く
評価されそうにもない場所には、最初から近
づかないっていう感じです。そういう意味で
は、「自分の気持ち第一主義」という傾向が
あります。すごいリッチな暮らしよりも、貧
しくてもいいから自分の気持ちが大事ってい
うような、そんな感じがします。そうなると、
何に苦しむか。人間関係に苦しみます。自分
の気持ちをいつもいい感じでキープできる人
間関係っていうのはめったにありませんので、
基本的には人間関係に苦しまなければいけな
い。また、いまだに政治・経済のリーダーた
ちは成長モデルで社会を動かそうとしてるわ
けですから、これはなかなかうまくいかない。
若年世代の苦悩ですよね。
　さらには、さまざまな場合で自己決定、自
己表現が求められる、そういう社会に生きる
しんどさがあります。これについては、後半
のところでも問題になりますので、少し覚え
ておいてください。常に自己表明、自己表現
を求められる社会ってきついんですよね。こ
ういうしんどさが今の若年世代にはあります。
ですから、「自分の気持ちが第１」でしょ、
「自己表現、自己決定しなきゃいけない」で
しょ、これはもう必然的に自己のイメージと
他者評価がずれますよね。このズレでまた苦
しまなきゃいけない。若い人を見てるとやっ
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ぱり他者評価で苦しんでます。自分がもつ自
己イメージと、周りの評価とが一致しないん
ですよ。そら一致しないですよね、普通一致
しません。でも自分の気持ち第一主義の人は、
これで苦しむことになります。そういう意味
では、今ほど若い人が人間関係に苦しんでい
るっていう社会も、珍しいんじゃないかと思
うぐらいです。
　また、今の社会はどんどんバーチャルで対
応できる部分が増える一方です。そのため、
「身体性」っていう問題が出てきました。現
代社会はどうしても身体性が枯れる傾向にあ
ります。これについて考えなきゃいけない。
われわれは身体の知性が枯れていく一方です。
頭の知性は、とても発達してるかもしれませ
んが、体の賢さが低下している。そこで「事
例」を見てください。私、お寺の裏の空き家
を使って、認知症の方のグループホームを運
営しています。ここでも身体性をテーマにお
いてるんですよ。昔の日本家屋なんで、すご
く不便なんですよ。段差だらけですし、夏は
暑くて、冬は寒い。ですから、皆で工夫して
暮らしてる。にとっても、身体にそなわった
習慣や知性は頼りになります。最新の施設に
行きますと、部屋入ったら電気ついて、部
屋出たら電気消えて、手出したら水出て、手
引っ込んだら水止まって、バリアフリーで、
おトイレ入ったら蓋がびゅうんって開くとて
も便利ですが、そんなとこで暮らしてたら、
蛇口をひねる能力自体なくなっていくでしょ。
足なんかすぐ上がらなくなるんですから。そ
れは認知症の方だけの話じゃないです。われ
われの社会って、身体性低くても暮らせるよ
うにどんどんとなっていってる。同時に身体
の感性や知性は低下している。人間っていう
のはややこしいですね。便利で楽になったら
今度は身体の知性が落ちるみたいなことが起
こるんですから。
　身体の知性を上げるにはどうすればいいで
しょうか。注目すべき点は、文化ですよ。文

化って不合理でしょう。この不合理なものが
重要なんです。文明っていうのは、基本的に
は合理的にできているんですよ。だから文
明って、国を越え、民族を越えて拡大してき
ます。合理的にできていますから。一方、文
化は不合理です。理屈に合わないんですね。
だから一定の範囲以上広がらないんですよ。
たとえば、昔の人って、家の敷居踏んじゃ駄
目だとか、畳のへり踏んだら駄目だとか、そ
んなこと気にして暮らしてたんですよ。踏ん
だからどうなるのって言われても、どうもな
らないんですよね（笑）。文化って不合理だ
からです。理屈じゃなくて、様式が先行する。
こういうものって、身体の知性に直結してた
りします。
　私の友人に、安田登先生という能楽師がお
られます。安田先生のワークショップとか、
ものすごく面白いですから。機会があれば
行ってみてください。この人が引きこもりの
人ばっかり集めて、『奥の細道』と同じルー
ト歩きながら俳句作るっていう活動を続けて
おられるんですよ。引きこもりの子とか集め
たら、みんなリュックいっぱい薬持ってくる
らしいんですよ。ものすごい不安で外出たら
怖いから、薬持たないと辛抱できないんです
よ。いっぱい薬持って出発するんですけど、
毎回、ほとんど全員が、薬１度も飲むことな
く終わるらしい。みんなで一緒に何日も歩い
て俳句作る。俳句作ろうとしたら、周りのこ
とをいろいろ観察しなきゃいけないじゃない
ですか。言葉を削いで削いで残るものを選
ぶっていうような作業をしながら、ときには
船に乗って松島まで行ったりするんですって。
これもやっぱり、バーチャルな日常を生きが
ちな人に身体性を与える取り組みですね。そ
んなことで、身体性や文化に現代人が考える
べきポイントがあると思います。お寺の裏で
やってる認知症の方の家って、文化を重視し
ながら運営してるんです。不合理なことばっ
かり。
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　また、私、事例２で書いてありますように、
「内在の時間を延ばす」っていうのが、現代
人のテーマだと考えています。こんな話して
たら、全然、時間なくなってしまう。すいま
せん、ちょっと待ってくださいよ。ええとで
すね、いけるところまでいきます。現代社会
は、移動する時間はとても早くなってますし、
家電製品などにより昔だと時間がかかったも
のを短時間でできるようになっています。そ
したら、現代人は昔の人よりもずっと時間が
余ってて然るべきじゃないですか。ところが、
現代人のほうがずっと忙しいです。昔の人の
日常生活を調べてみると、けっこうのんびり
してるんです。日が暮れたら仕事をやめたり
とか。お芝居なんかを、観るのも、一日かけ
ている。娯楽ものんびりしていた。今、知人
のお通夜もお葬式も全部出席する人ってあん
まりいないのでは？かなり近しい人でも、お
通夜が精一杯。なにしろ現代人は忙しいです
から。会社休んでまで、知人の葬式行けな
かったりしますよね。昔だと２日も３日もお
通夜するようなこともありましたからね。
　なぜ時間が余って然るべきの現代人がこん
なに忙しいのか。いくら外の時間短くして
も、自分の内在の時間が委縮してると、忙し
いんですよ。収縮した時間の中で生きてる
と、ちょっとしたこともイライラして切れや
すいっていうようなことになります。内在し
てる時間をどうやって延ばすかは、現代人の
テーマとしてある。いじめ問題でも似たよう
なところがあります。私の知人の九州の高校
の先生が、生徒さんを連れて、助産師さんの
ところの実習へいく活動を続けています。助
産師さんのレクチャーを受けて、現場をお手
伝いする。そうしたら、いじめが目に見えて
少なくなったんですって。現場に身をおいて
いると、時には残念ながら誕生できなかっ
た命だって目の当たりにするわけですよね。
「ああ、みんな、こうやって望まれて生まれ
てきたんだ」ということを実感する。そした

ら、他者と私との時間がちょっと延びるんで
すよね。学校でしか顔を見ないと時間って収
縮します。会社での人間関係とか、かなり縮
んだ時間ですよね。ちょっとしたことも辛抱
できない。これを延ばすために、その人のス
トーリー触れるとか、これまで歩んできた道
に触れるっていうのは大きなことです。
　以前、朝日新聞で、「いじめてる君へ、い
じめられてる君へ、見ている君へ」っていう
シリーズがあったんですよ。いろんな人がい
じめに対して書いてたんですけど、最終回が
春名風花ちゃん（通称：春風ちゃん）ってい
う、小学校６年生の女の子の文章でした。春
風ちゃんて面白い子なんですよ。私、会った
ことあるんですけどね。タレント活動してい
るのですが、ネットで言いたいこと言う子な
んです。それでものすごいバッシングをうけ
たりする。生意気だとか。すごくいいこと書
いているのに。ものすごい非難受けて、警
察沙汰にまでなってるんですよ。毎日、「死
ね」とか「キモイ」とか言われ続けて。それ
で、その春風ちゃんが、いじめに対して、次
のように書いたんです。「毎日、毎日こんな
ことを言われ続けてるけど、それでも、うち
のお父さんとお母さんは、お前が生まれたと
きは宝物が生まれたように思ったし、今もそ
う思ってるって言う。だから、皆さんが毎日
キモイとか汚いとか言っていじめているその
子も、生まれたときは宝物のように思われて
生まれてきたはずです。そこへ思いを向けて
ください」っていう文章でした。つまり他者
のストーリーとうまくシンクロできると、内
在の時間が延びるということです。そうする
と立ち位置が変わってきます。
　もしかするとこの中にも、家族が社会適応
に苦しんでいる人がおらるかもしれません。
苦しんでいる人に対して、なすすべもない時
がありますよね。事情は人それぞれなので一
概に言うことはできないのですが、なにしろ、
この世の中ががらくたに見えるような時って
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ありますからね。とにかくこの世の中も捨て
たもんじゃないっていうふうに思ってもらう
ことが大切だと思うんです。そのためには、
周囲の者は、いつもいろんなところにアンテ
ナを張って、それをいいタイミングで提示し
てあげることを考えていただきたい。苦労し
ている人への観察を怠らない。そして、いい
タイミングで提示。この辺りが大事だろうと
いうふうにちょっと思ってるんです。
　すいません急ぎます。それでは、２番の
『高齢者世代』の苦悩っていうところをご覧
ください。1973年辺りから、家で死ぬ人と病
院で死ぬ人が逆転しました。昭和30年代は
80％ぐらいが自宅で亡くなってたんですが、
現在は80％を超える人が病院で亡くなります。
1970年代に入れ替わったんですね。韓国がそ
の15年後くらいに入れ替わります。台湾は10
年くらい前に病院死が在宅死を上回りました。
われわれは、病院で息を引き取る可能性が高
いということです。そして、末期の医療に関
して、自分の意思表明をしておかないと、望
まない状態に長く置かれる可能性がある。人
生の終末期においても自己決定が求められる。
成熟期の社会とは、そういうことです。お互
いの意思を尊重し合えば、自己決定しか落と
しどころがない。それに契約社会、訴訟社会
ですからね。自己責任が求められます。成熟
した社会ってこうなるんですよね。このしん
どさが現代社会にはございます。2010年に終
活っていうのが流行語大賞にノミネートされ
ました。この2010年辺りが１つのエポックと
なって、盛んに「自分の終末について、何ら
かの自己表明をしなきゃいけない」というこ
とが取り沙汰される状況になってきたんです
ね。独居の増加もその要因です。地域によっ
ては、もうすでに40％が独居ということに
なっているそうです。昭和30年代に、核家族
という言葉がずいぶんもてはやされまして、
それまで大家族で暮らしていたのが、最小単
位の構成となり、家族の形が変わった。家族

の形が変わるということは、社会が変わると
いうことです。新しい社会形態になると、大
騒ぎでした。しかし、もう核家族も成り立た
なくなってきました。独居は増える一方で
す。高齢のご夫婦が、２人で暮らしてて、１
人お亡くなりになる、その日から独居が始ま
る。そういう状況ですよね。アメリカ映画で
「ザ・クリーナー」っていう、ちょっと変
わった映画があって、あんまり映画としては
良くないんですけど……。クリーナーってい
うのは独居で亡くなった人の後始末をする仕
事です。クリーナーをしている主人公が同窓
会へ行く場合があります。同級生が「どんな
仕事をしてるんだ」と訪ねると、独居で亡く
なった人の後始末をしてるんだって言うんで
す。「発見されたときには、もうすっかりひ
どい状態で……」といった話を、延々とする
ものだから同級生がみんな引くんですよね
（笑）。つまり心理的抵抗を感じて、クリー
ナーと距離をとろうとするムードなんです。
ところが、話が終わったら、シーンとなって。
しばらく間をおいた後、みんなが、「名刺も
らえませんか」と言い出すんですよ。考えさ
せられる場所なんですよね。たとえば、離れ
て暮らしている自分の親になにかあったら、
この人のお世話なるかもしれない。そんな状
況が浮かびあがるわけです。
　さて、いろいろ申しましたが今日のテーマ
であります『孤立、無縁社会を生き抜く』と
いうような事態が、リアルになってまいりま
した。あのね、「無縁」っていうのは仏教用
語なんですよ。実は仏教用語だと「無縁」っ
て、理想なんですよ。「三縁」っていうの
が、仏教にはありまして、「衆生縁」、「法縁」、
「無縁」を指します。そして「三縁の慈悲」
という教えがあります。まず「衆生縁の慈
悲」は家族とか血縁関係がある人たちへの慈
悲や利他行為です。これは比較的実践しやす
いですよね。次の「法縁の慈悲」っていうの
は、同じ仏教とであるとか、ご縁があった人
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たちに関わったり、優しくできたり、その人
のために動いたりするっていうことです。そ
して、「無縁の慈悲」は、縁もゆかりもない
人に関わって助け合って暮らすっていう実践
です。仏教の理想なんですよね。でもNHK
の番組では、そういう意味じゃなくって、ど
んどん縁がなくなってる社会というふうに使
いました。地縁や血縁が解体されていく社会
をどう生きるか。高度成長期は職縁なんても
のもありました。かつて会社は村でしたから。
そういうのもなくなっています。そして、独
居が増える。この社会をいかに生きればいい
のか。ひとつの提案として、あっちこっちの
コミュニティーに、首突っ込んだり、足突っ
込んだりする態度を養うことを挙げたいと思
います。私、これを「コミュニティーの重所
属」っていうふうに呼んでおります。あっち
こっちのコミュニティーに関わっていく。し
かも、できるだけ、成熟社会ならではの公
正で（フェア）、ある物を分かち合う（シェ
ア）コミュニティーに関わっていくのです。
そこに成熟社会での市民の在り方があるんだ
ろうと思うんですね。もし、身近にそれがな
かなかなかったら、自分で作るっていうぐら
いの、気概で行きましょう。フェア・アン
ド・シェアの場をできるだけたくさん作って
いく。地域に、いろいろと生み出していくと
いう、やり方ですね。
　こういう事態を、私は仏教から学びました。
仏教は最初期からフェア・アンド・シェアを
説いています。仏教は縁起という立場に立ち
ます。縁起とはすべては関係性で成り立って
いるとする立場です。それを積極的に解釈し
まして、あちこちに関係性をつないでいくこ
とを「縁起の実践」などと呼んでおります。
できるだけフェアで、そしてシェアするよう
なコミュニティーにどんどん関わったり首
突っ込んだりして、いろんなコミュニティー
に重所属する。趣味のコミュニティーもある
でしょうし、今日のような学びのコミュニ

ティーもあるかもしれません。私、昨日、医
療関係の人たちによるノルディックウォー
クっていう活動に参加してきました。すごい
面白い取り組みでしたよ。これなどもいいコ
ミュニティーだと思いましたね。
　よくよく目を凝らして、耳を澄ましてみる
と、意外なところに可能性のあるコミュニ
ティーがあったりします。たとえば、私の友
人の住職がこんなことやってるんですよ。大
阪のミナミのど真ん中にあるお寺の住職なん
で、多くの独居の人たちと関わっている。そ
の人たちは、自分が死んでもあとあとの供
養をしてくれる人もなく、お墓の面倒見る
人もいない。自分のお墓ぐらいは欲しいけ
ど、買ってもしゃあないっていう人がいたり
する。そこで、その住職はお寺の余った敷地
の細いところを使って生前個人墓っていうの
を作ったんですよ。これがなかなかよくでき
ててですね。こんな細長いところに芝生張り
ましてね。そこにちいさな墓石を好きなよう
に置くスタイルのお墓にしたんです。生前個
人墓「自然（じねん）」と言うそうです。こ
のやり方だと、安いお金でお墓ができる。す
ごく喜ばれてる。しかも、このお墓を購入し
た人は、「自然」のグループに入るんですよ。
「自然」の人たちは、しょっちゅう集まっ
て、お坊さんの法話聞いたりとか飲み会した
りとか旅行行ったりしている。私も呼ばれた
ことがあります。お彼岸とかお盆に、みんな
で法要を勤めている。みんなものすごい仲い
いんです。こんな女性がいましたよ。「先生
ちょっと聞いてください。私は結婚もせず、
ずっと一人で生きてきたんです。この年に
なって初めて、本当の友達ができました」っ
て言うんです。「自然」で本当の友達ができ
たんですね。それで二人の墓石をくっつけて
るらしい（笑）。見てみたら２つの墓石ピッ
タリとくっついている。そうやって地縁も血
縁もない人が「お墓コミュニティーを作って
るんですよ。驚きましたね。もうけっこう年
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月を経ているので、「自然」の人たちもだん
だんもう亡くなっていかれてるんですよ。そ
して、「自然」の人たちが、ずっとお盆とか
お彼岸とかおつとめしている。グループで
ずっと、後々の供養や勤行をしているわけで
す。仲良くしてたので、法要で泣いたりされ
てますよね。お墓だって見方や取り組み方を
変えれば新しいコミュニティーが生まれる可
能性があります。
　さまざまなコミュニティーに重所属する、
そういう心と体を養う。そのためには、「自
分というもの」のバリアを下ろさねばなりま
せん。われわれ、普段は自分を守るために
バリア張って暮らしてるでしょ。それは必要
なことなんですが、ずっと張りっぱなしだと、
心や体がさびてしまって、シンクロしないん
ですよね。時にそのバリアを下ろして、他
者と共振する、その場とシンクロするよう
な、そういう心と体を養っていかないと、い
ろんなコミュニティーに重所属するというこ
とにはなりません。そして、そういう心と体
を育てていくために、ぜひ中景に注目しても
らいたいと思います。私たちの身近な家族と
か、友人っていうのは、近景ですよね。そし
て遠景は、グローバル社会とか国家とか、直
接普段は感じないけど、自分たちが属してる
遠い景色です。そしてその中間にあるのが中
景です。代表的なものに地域があります。こ
の部分が急速に枯れていってます。現代人の
しんどさは、中景がダメになっているところ
にもあります。近景から直接遠景の問題に関
わらなきゃいけない。そんな状況になってま
す。でもかつてのように地域を復活させるの
はとても困難です。ですから、文化とかアー
トとか音楽とか芸能といった、こういうもの
を中景として豊かにしていくやり方があると
思います。
　「縁起の実践」でお話しましたように、い
ろんなコミュニティーに自分をチューニング
させる心と体を養って、普段張ってるバリア

を下ろすことを考えていただければと思いま
す。と同時にそのコミュニティーにしがみつ
かないということも大事なんです（笑）。縁
があれば関わり、縁がなくなったら離れる。
これを仏教の言葉を使って、私は「空の実
践」と呼んでおります。イメージは「縁起と
実践」と「空の実践」の２本立てです。いろ
んなところに関わって、心をシンクロさせて
いくけど、そこにしがみつかない。縁がなく
なれば離れていく。そういう心と態度の在り
ようは、私自身が仏教の教えから学んだこと
です。そして、成熟社会の心と体の在りよう
も、この辺りにあるんじゃないかっていうふ
うに思います。
　仏教には現代人にとって多くのヒントがあ
ります。実は、近代成熟期って、仏教はあま
り活躍しなかったんですよ。近代成長期をぐ
いぐいと引っ張っていったのはキリスト教の
プロテスタンティズムですよね。だって、ア
クティブに突っ走っているときに、「心と体
を調えて……」とか言っても、誰も耳貸し
てくれなかった（笑）。でも成熟期になれば、
仏教の持つ知見というのが結構宝の山だって
いうふうに私自身が思っております。もし機
会があれば、そちらのほうにも目を向けてい
ただければ。もちろん、仏教だけではなく、
成熟期のコミュニティーにはやっぱり宗教
性っていうものがポイントです。成長期でず
いぶん壊れた宗教性ですが、もう一度この辺
りを考えていただければと思います。すいま
せん、ちょっと時間がオーバーしてしまいま
した。今日の私のお話はこのぐらいにさせて
いただきます。お疲れさまでございました。


